
世界遺産セミナー「未来へつなごう！

佐渡金銀山の魅力と輝き」を開催しま

した

佐渡金銀山の世界文化遺産登録に向けた気

運醸成を目的に、11月18日（日）に朱鷺メッ

セで世界遺産セミナーを開催しました。

文化庁文化財調査官の下田一太氏より、世

界遺産登録の現状などについて講演いただい

た後、新発田市立米子小学校と魚沼市立堀之

内小学校の６年生のみなさんが、修学旅行で

訪れた佐渡金銀山についての学習発表を行い

ました。

米子小学校からは、英語を交えた佐渡の紹

介があり、堀之内小学校からは観光ボランティ

ア「相川ふれあいガイド」との交流を通して

学んだことを自分達の町でも活かそうとして

いることについて発表がありました。参加者

からは、「堂々と発表していて感動した」「真

剣に取り組む姿がとてもよかった」などの感

想が寄せられました。

【学習発表の様子】

県優秀教職員表彰が行われました

県教育委員会では、本県の教職員の意欲

及び資質能力の向上を図り、学校の活性化に

資するため、学校教育における教育実践等に

顕著な成果をあげた教職員を表彰しています。

10月25日に県庁西回廊講堂において表彰

式が行われ、45人が表彰されました。被表彰者

は下記Webページを御覧ください。

http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/152/

2/H30hihyousyousyameibo_646834,0.pdf

県教育委員会表彰が行われました

県教育委員会では、本県の教育、学術及

び文化等に関し、功績の著しい方を表彰し

ています。

11月14日に県庁西回廊講堂において表彰

式が行われ、27人が表彰されました。被表彰者

は下記Webページを御覧ください。

http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Simple/987/2

1/h30meibo_393927,0.pdf

【表彰式の様子】
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今年４月に平成30年度全国学力・学習状況

調査が全国の小・中学校で実施されました。

本調査は、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握・分析し、学校での教育指導の充実

や学習状況の改善等に役立てることを目的に

しています。今年度は、３年ぶりに理科が実

施されました。

本号では、「全国学力・学習状況調査の結果

に基づいた、本県児童生徒の学力の現状と課

題」について、また、運用９年目の「Ｗeb配

信集計システム」についてお伝えします。

１ 学力調査から見えてくる成果と課題

表１ 公立小・中学校の平均正答率（％）

小学校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

新潟県 ７２ ５７ ６６ ５１ ６０

全 国 ７１ ５５ ６４ ５２ ６０

中学校 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

新潟県 ７７ ６２ ６７ ４７ ６６

全 国 ７６ ６１ ６６ ４７ ６６

※ 小学６年生と中学３年生を対象にした全数調査
※ 国語、算数・数学において、Ａは主として「知識」、
Ｂは主として「活用」に関する問題

小・中学校ともに、すべての科目で全国平

均と同程度、若しくは上回っています（表１）。

また、算数・数学では、Ｗeb配信集計システ

ムの診断問題として出題、またはサポート対

象となった問題の正答率は、そうでないもの

に比べ、正答率が高い傾向がみられました。

Ｗeb配信集計システムをはじめ、学力向上の

様々な取組に各学校が真摯に取り組んできた

成果と受け止めています。

しかし、全国と同様、「知識」に関するＡ問

題に比べ、「活用」に関するＢ問題の正答率が

低くなっています。また、問題形式別では、

記述式の問題の正答率が、他の形式の問題よ

りも低い結果となりました。「知識・技能等を

実生活の様々な場面で活用する力」、「様々な

課題解決のための構想を立て、実践し、評価・

改善する力」などの育成が課題です。

また、９月に当課から、「学力向上サポート

たよりNo.３『分かる授業づくり』」を発行し

ました。その中に、各教科の実態、取組のポ

イントを詳細に示しました。自校の分析の際

などに確認し、授業改善につなげましょう。

２ 質問紙調査から見えてくる成果と課題

児童生徒質問紙調査（児童生徒対象）や学

校質問紙（教員対象）から、次の２点につい

てお知らせします。

○「授業改善に関する取組状況」

○ 「家庭学習の状況」

(1) 「主体的・対話的で深い学び」の視点か

らの授業改善に関する取組状況

新しい時代に必要な資質・能力は「主体的・

対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」

の視点での学習過程を積み重ねることで、更

に伸ばされたり、育まれたりします。

また、本調査のクロス分析の結果から、こ

の視点での授業改善の実施状況と、教科の平

均正答率は、全ての科目で正の相関が見られ

ることも報告されています。

この視点での授業状況について、学校質問

紙調査での質問、「調査対象学年の児童生徒は、

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組むことができていると思うか」

に対して、肯定的な回答をした学校の割合は、

（図１）の通りになりました。

図１ （％）

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第827号 平成30年12月３日

「確かな学力の向上」を図るために

義務教育課
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また、児童生徒質問紙調査、

〔質問①〕「５年生まで（中１，２年生のとき）

に受けた授業では、課題の解決に

向けて、自分で考え、自分から進

んで取り組んでいたか」

〔質問②〕「学級の友達と（生徒）の間で話し

合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることがで

きていたか」

に対して、肯定的な回答をした児童生徒の割

合は、（図２）、（図３）のとおりとなりました。

図２ 〔質問①〕（％） 図３ 〔質問②〕（％）

教員対象の質問と、児童生徒対象の〔質問

①〕、〔質問②〕のすべてにおいて、小・中学

校ともに、全国の割合を上回りました。

次期学習指導要領の実施を見据え、より質

の高い授業を目指し、各学校による授業の工

夫・改善が重ねられている成果と受け止めて

います。

(2) 家庭学習習慣の確立

「平日に１時間以上家庭学習する割合」は、

小学校で全国を7.0ポイント上回っていますが

（図４）、中学校では全国を2.3ポイント下回

っています（図５）。しかし、中学校の経年変

化を見ると、全国との差は年々縮まってきて

います。

図４ 平日に１日１時間以上家庭学習する割合（小学校）（％）

図５ 平日に１日１時間以上家庭学習する割合（中学校）（％）

また、本県中学生は、「30分以上、１時間未

満」、「30分未満」の割合が年々減少してきて

おり、それに対して、「１時間以上２時間未満」

の割合が増加(今年度48.2％)してきています。

家庭との連携や中学校区の学校間の連携を

強化して生活習慣の見直しを図るとともに、

児童生徒一人一人の家庭学習の取組を確実に

点検するなど個に応じた働き掛けの成果だと

受け止めています。

全国学力・学習状況調査の結果から、主と

して「知識」を中心としたＡ問題の正答率は、

小・中学校ともに、全ての科目において全国

平均を上回っています。

この結果と、「活用」を中心としたＢ問題の

正答率が低いという現状を受け、Ｗeb配信の

診断問題を、より生徒の実態に応じた形に変

更していきます。

本年度は、「思考力・判断力・表現力等」を

育成するために、診断問題の中に理由や方法

などを説明させたり、英

語の長文読解後に解答さ

せたりする問題を取り入

れてきました。（図６）

今後も、より県の児童

生徒の実態・課題を踏ま

えた形で、Ｗeb配信集計

システムを運営していき

ます。

各学校においては、基

礎的・基本的な知識・技
【図６ 中３

国語診断問題】
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能の確実な定着と、課題である「活用」す

る力の育成を、全校体制でのＷeb配信集計シ

ステムの有効活用と、授業改善等で進めてい

きましょう。

今年５月に、教員間の情報交換、情報共有

を目的に「教育支援システム（Tea Room）」の

運用を開始しました。このシステムから、日々

の授業や業務をサポートする情報を得ることが

できます。このシステムを大いに活用し、「確

かな学力の向上」に役立ててください。

新潟県教育委員会では、これからも学力向

上に取り組む教員、学校、市町村教育委員会

を支援していきます。
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１ 平成31年度県立高等学校等募集学級計画

策定の考え方

平成31年度県立高等学校等募集学級計画の

策定にあたっては、平成28年３月に公表した

｢県立高校の将来構想｣に基づき、本年７月に

策定した「平成31年度～平成33年度県立高校

等再編整備計画」を基に、中学校卒業者数の

変動や平成30年度の志願状況や入学状況、新

潟県の課題などを精査し、次の２点を基本方

針としました。

１ 「県立高校の将来構想」の「３つの基

本方針」を踏まえた魅力ある学校づくり

を目指し、本県独自の新たな「５つのタ

イプの高校」を順次設置し、地域と連携

した特色ある教育を実践する高校づくり

を推進する。

２ 「県立高校の将来構想」に基づいて募

集学級計画を策定する。

① 県内を現在の30市町村をもとに、６

つのエリアに分け、そのエリアごとの

中学校卒業者数及び他エリアとの生徒

の流出入状況等を勘案する。

② それぞれのエリアの状況を斟酌しな

がら、全県的視野に立って、学校規模

の適正化を図る。

［県立高校の将来構想の３つの基本方針］

◇ 様々な分野で活躍できるグローバル人

材を育成する教育の推進

◇ 県外の生徒も学びたくなる魅力的な学

校づくりの推進

◇ 地域との連携を深化させた人づくりの

推進

[高校の５つのタイプ］

◇ 専門分野を探究する高校

◇ 学科総合型の産業高校

◇ 大学進学を重視した学究型の高校

◇ 総合選択制の高校

◇ 柔軟な学びを可能とする高校

２ 平成31年度募集学級計画の概要

平成31年度に募集学級を変更する県立高等

学校等は、表１のとおりです。

※ ②新潟エリア、⑤上越エリア、⑥佐渡エリア

の学校の平成31年度の学科改編や学級増減はあ

りません。

県立高等学校、県立中等教育学校の募集学

級と募集定員の一覧表は、８ページに掲載し

ました。

また、再編整備の具体的な対応は次のとお

りです。

(1) 中条高等学校

「地域産業コース」を設置し、「総合選択制

の高校」とします。

地域の産業や人材など地域の教育力を生か

しながら、これからの社会に求められる人材

を育成することを目的に、上級学校への進学

を目指す「探究教養コース」と、工業や商業

の専門科目を地元企業等と連携して学ぶ「地

域産業コース」の２つのコースを設置するこ

ととしています。

全日制課程

エリア 学　校　名 学級の増減

 ③長岡・柏崎    柏崎総合 総合　　 　－１

家庭福祉 －１

（募集停止）

体育　　 　－１

（募集停止）

普通　　　 ＋１

十日町総合 総合　　 　－１

エリア 学　校　名 学級の増減

①新発田・村上 西新発田 普通　　　－１

定時制課程

④魚沼

表１　平成31年度募集学級を変更する県立高等学校

八海

平成31年度高等学校等募集学級計画について

高等学校教育課
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(2) 新発田高等学校

理数科内にメディカルコースを設置します。

医学系進学希望者を対象に、医師としての

倫理観と使命感を醸成するとともに、高い学

力を身に付けさせることを目標とします。県

内で４校目の設置となります。

(3) 八海高等学校

家庭福祉科と体育科を募集停止とし、普通

科内に福祉コースとスポーツコースを設置し、

「総合選択制の高校」とします。

普通科内のコースに改組することにより、

これまでの２つの学科の学びを継続しながら

このエリアの普通科を志望する中学生のニー

ズに対応します。

「総合選択制の高校」

普通科目とともに、専門的な知識や技能

を学ぶ科目を選択できる高校。

１ 中学校卒業者数と高等学校等進学率の推移

(1) 中学校卒業者数の推移

平成元年春に中学校を卒業した生徒の数

は39,129人でしたが、現在は半数近くにまで

減少しており、平成31年春の中学校卒業者数

は、今春より81人減少する19,726人と推計し

ています。（表２）

また、平成31年春以降も中学校卒業者数は

減少し、現在の小学校１年生が高校に進学す

る平成39年春には、今春の中学校卒業者数に

比べ2,172人少ない17,635人となる見込みで

す。この減少数は、１学級あたりの募集定員

の40人で計算すると54学級分に相当すること

になります。
表２　各年春の中学校卒業者数

年春 卒業者数 増減（H30を基準）

平成元年 39,129 19,322

平成30年（今春） 19,807 ±０

平成31年（来春） 19,726 ▲ 81

平成32年 19,180 ▲ 627

平成33年 18,386 ▲ 1,421

平成39年 17,635 ▲ 2,172

※平成31年以降は推計値

※平成30年春～平成33年春は中等教育学校前期課程の修

了者を含む

(2) 高等学校等進学率の推移

高等学校等進学率の全県の推移を見ると（表

３）、平成28年度以降、３年連続で99.6％、全

国１位となっています。（平成30年度の全国順

位は速報値）

このように、本県の高等学校等進学率は全

国に比べ高い状況が続いており、中学校を卒

業した生徒のほとんどが高等学校に入学して

いることになります。このことは、募集学級

計画が、本県生徒の進路希望やそれぞれのエ

リアの状況を踏まえて適切に行われているこ

とが一つの要因であると考えています。

２ 普通科、専門学科等の募集学級比率

県立高等学校等の普通科、その他の専門学

科（理数・国際文化・情報科学・国際教養・

音楽・体育等）、総合学科、専門学科（農業・

工業・商業・水産・家庭・福祉）の募集定員

比率は表４のとおりです。

平成30年度の募集学級計画では、前年度と

比較して普通科の募集学級比率が上がり、総

合学科の比率が下がりました。普通科の割合

は、平成元年度と比較すると2.9ポイント減少

表３  エリア別高等学校等進学率 （％）

99.1 99.6 99.5 99.7 99.5

99.5 99.5 99.7 99.6 99.6

99.6 99.6 99.6 99.7 99.6

99.1 99.3 99.7 99.8 99.2

99.3 99.5 99.5 99.6 99.8

99.6 99.8 99.4 99.4 99.5

99.4 99.5 99.6 99.6 99.6

98.4 98.5 98.7 98.8 98.8

1 2 1 1 1

※中等教育学校後期課程への進級を含む

※H30年度の全国順位は速報値

①新発田・

村上

     　　　年度

エリア

全国順位

28

全　    県

26 27 3029

全　    国

③長岡・柏崎

⑥佐　　渡

②新　　潟

⑤上　　越

④魚　　沼
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しています。

また、専門学科は近年23％台後半で推移し

ていましたが、昨年に引き続き24％を超える

割合となりました。

３ 全日制学科別入学者数と充足率の推移

公立全日制高等学校等における学科別入学

者数と充足率は、表５のとおりです。

充足率とは、定員に対する入学者数の比率

のことで、例えば、定員100人に対し95人入学

すれば充足率は95.0％となります。平成30年

度入学者数合計での充足率は95.4％であり、

前年度に比べ0.4ポイント減少しました。

県立高校等の再編整備にあたっては、生徒

・保護者のニーズや生徒数の変動を踏まえ、

「県立高校の将来構想」が示す「５つのタイ

プの高校」を、準備が整ったものから順次設

置していくこととしています。その際には、

望ましい学校規模に配慮しつつも、高校の地

年度

学科

普通科 63.5 62.4 64.0 61.9 61.7 61.5 60.0 60.9

その他の

専門学科
- 3.0 3.6 3.6 3.7 3.7 4.1 3.8

総合学科 - 3.7 10.6 11.0 10.9 10.9 11.6 11.1

専門学科 36.5 30.9 21.8 23.5 23.8 23.9 24.3 24.2

※その他の専門学科

　　　理数、国際文化、情報科学、国際教養、音楽、体育　等

H31H29H20 H27 H28 H30

表４　県立全日制普通科、専門学科等の募集定員比率(%)

H元 H10

15,930 10,624 3,629 1,677

(96.5) (95.5) (98.9) (97.5)

15,493 10,342 3,537 1,614

(96.9) (96.1) (98.5) (98.4)

15,245 10,135 3,498 1,612

(95.8) (94.9) (97.4) (98.3)

13,999 9,152 3,290 1,557

(95.4) (94.2) (98.2) (97.3)

※中等教育学校後期課程を含む

※（　）内は充足率

※専門学科：農業、工業、商業、水産、家庭、福祉の各学科

※普通科系：普通科、その他の専門学科

入学者数

合計

表５　公立全日制学科別入学者数及び充足率の推移

専門学科

入学者数

総合学科

入学者数

普通科系

入学者数

27

29

30

28

年度

域コミュニティにおける重要な役割に配慮し、

教育の質的向上と学校の活性化を図ってまい

ります。

また、小規模校においては、地元からの協

働の提案などを踏まえながら学校の特色化の

取組を進めるとともに、県教育委員会におい

ても、教育の質的な維持向上に努める中で、

教育システムなどの研究を進めてまいります。

毎年７月に公表している｢県立高校等再編整

備計画｣は、中学１年生が高校入学時の学校・

学科のおおよその姿が分かるように、向こう

３か年分について示しているものであります

ので、将来の進路選択を見据えた学校選びの

資料として活用していただきたいと思います。

社会の急激な変化とともに生徒数の減少が

これまで以上に進む中であっても、生徒一人

一人の能力を最大限に伸ばす教育環境の整備

や将来の新潟を担う人づくりが求められてい

ます。

県立高校等においては、生徒の希望や適性

に応じて多様な選択が可能な幅広い教育の提

供が求められていることから、今後も中長期

的な再編整備計画である｢県立高校の将来構

想｣に基づいた高校改革を進める中で、すべて

の生徒が夢の実現に向けて挑戦できるような

魅力と活力のある学校づくりに取り組み、明

日の新潟の飛躍のために活躍できる有為な人

材の育成を目指してまいります。

県立高校等の再編整備計画や募集学級計画

の策定に関して、本県の教育の現状や教育課

題を御理解いただき、今後も御協力をお願い

いたします。
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村上 4 160 長岡 6 240 荒川 午前部２ 70

村上桜ヶ丘 4 160 2 80 西新発田 午前部２ 70

中条 3 120 長岡大手 6 240 新潟翠江 午前部２ 70

新発田 6 240 1 40 長岡明徳 午前部３ 105

1 40 長岡向陵 6 240 夜間部１ 35

新発田南 4 160 長岡農業 4 160 出雲崎 午前部２ 70

4 160 長岡工業 6 240 堀之内 午前部２ 70

新発田農業 4 160 長岡商業 4 160 十日町 1 40

新発田商業 3 120 1 40 高田南城 午前部２ 70

1 40 正徳館 1 40 佐渡 午前部１ 35

阿賀野 3 120 栃尾 3 120 （相川）

豊栄 3 120 見附 3 120

新潟 7 280 柏崎 5 200

2 80 柏崎常盤 3 120

新潟中央 5 200 柏崎総合 3 120

2 80 柏崎工業 4 160

1 40 小千谷 5 200

1 40 小千谷西 4 160 新潟翠江

新潟南 8 320 小出 4 160 高田南城

1 40 国際情報 2 80

新潟江南 8 320 2 80

新潟西 8 320 六日町 5 200

新潟東 7 280 八海 2 80

新潟北 6 240 募集停止 0 2 80

新潟工業 2 80 募集停止 0 2 80

2 80 塩沢商工 2 80 2 80

1 40 1 40 2 80

1 40 十日町 6 240 3 120

1 40 (松之山) 1 40 2 80

1 40 十日町総合 4 160

新潟商業 5 200 松代 2 80

2 80 高田 5 200

2 80 1 40

新潟向陽 6 240 （安塚） 1 40 注１：

巻 7 280 高田北城 5 200

巻総合 5 200 1 40

新津 7 280 高田農業 4 160

新津工業 1 40 上越総合技術 5 200 注２： 学校欄の（　）は分校を示す

1 40 高田商業 3 120

1 40 久比岐 2 80

1 30 有恒 2 80

新津南 4 160 新井 4 160

白根 2 80 糸魚川 5 200

五泉 5 200 糸魚川白嶺 3 120

村松 2 80 海洋 2 80

阿賀黎明 2 80 佐渡 5 200

三条 6 240 羽茂 2 80

三条東 6 240 佐渡総合 3 120

新潟県央工業 4 160

三条商業 4 160

吉田 3 120 　　　　　　　　　　　　　　

分水 2 80

加茂 4 160

加茂農林 5 200

平成31年度県立高等学校、県立中等教育学校の募集学級及び募集定員

■　全日制課程 ■　定時制課程

学校 学科
募集
学級

募集
定員

学校 学科
募集
学級

募集
定員

学校 学科
募集
学級

募集
定員

普　　通 普　　通 普　　通

総　　合 理　　数 普　　通

普　　通 普　　通

普　  通 家　　政

理　　数 普　  通

普　　通

農　　業

普　　通

普　　通

工　　業工　　業

総合ビジネス

普　　通

農　　業

商　  業

普　　通

普　　通

18

普　　通

635

情報処理

総　　合

普　　通情報ビジネス

普　  通

普　  通

理　　数 普　　通

普    通 総　　合

県立計
普　　通普　　通

普　　通普　　通

国際文化

■　通信制課程

普通（学究コース） 工　　業

食　　物 普　  通

情報科学

学校 学科

普　　通 普　  通

音　　楽 総　　合

普　　通 普　  通

普通（理数コース）

■　中等教育学校

電　　気

商　  業

普　  通

普　　通

普　　通

家庭福祉

普　　通

普　  通

普　　通

募集学級
募集
定員

建築(建築コース)

普　  通建築（建築設備コース）

普　　通

学校

土　　木

体　　育機　　械 燕 中 等 ( 前 期 課 程 )

工業化学

普　　通

柏 崎 翔 洋 中 等 ( 前 期 課 程 )

村 上 中 等 ( 前 期 課 程 )

総合ビジネス

機械システム

津 南 中 等 ( 前 期 課 程 )

13

情報処理

理　　数

直 江 津 中 等 ( 前 期 課 程 )

国際教養

総　　合

佐 渡 中 等 ( 前 期 課 程 )

520

普　　通

生活文化総　  合

農　　業

普　  通普　  通

普　　通

県立計

普　　通

総合ビジネス

普　　通

普　　通

水    産

普　　通

普　　通

普　　通

生産工学

工業科工業マイスター

ロボット工学

総　　合

総　　合

普　　通

普　　通

日本建築

普　　通

農　　業

普　　通

総　　合

342

普　　通

総合ビジネス

普　  通

普　　通

普　　通

募集定員

若 干 人

若 干 人

県立阿賀黎明高等学校の募集学級
及び募集定員には、併設の県立阿
賀黎明中学校からの進学者の学級
数及び定員(1学級40人)を含む

工　　業

普　　通

総　  合

県立計 13,670

普　　通
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●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館しています
【2019年８月（予定）まで】

現在、新潟県立近代美術館は空調設備等の
改修工事のため、休館しています。
休館期間中は学校団体の鑑賞及び職場体験

などは受付できませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館中でも、美術の鑑賞に関わる内容を中
心に、学芸員が学校に出向いて授業を行う「出
前講座」を承っています。

今、注目されている「対話型鑑賞」を取り
入れた美術鑑賞の授業や、キャリア教育につ
ながる「学芸員のお仕事」について、あるい
は郷土の作家に関する内容など、御相談に応
じます。また、教員向けの「対話型鑑賞」の
研修なども承ります。

プログラムは、担当の先生と打合せの上、
作成いたしますので、御希望の期日の３か月
前までに電話等で御相談ください。
講師料はいただきませんが、交通費のみお

支払いいただきます。

【出前講座連絡先】
新潟県立近代美術館 （担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

【近代美術館全景】

●県立万代島美術館（新潟市）
「みんなのレオ・レオーニ展」

図版：「マシューのゆめ」1991年
Matthew’s Dream ⓒ 1991 by Leo Lionni / Knopf

Works by Leo Lionni, On Loan By The Lionni Family

赤い色をしたきょうだいたちの中で唯一黒い魚の物
語『スイミー』は、小学校の教科書に掲載され、全国
で親しまれています。作者レオ・レオーニは、グラフィッ
クデザイナーとして活躍の後、『あおくんときいろちゃ
ん』で初めて絵本を手がけました。彼の絵本では、小
さな主人公たちが「じぶんとは何か」を模索し学んで
いく物語が、水彩、油彩、コラージュ等さまざまな技
法で描かれています。本展では絵本作家、アート・ディ
レクターとしての仕事、絵画、彫刻等、レオーニの幅
広い活動を紹介します。

○会 期 開催中～12月16日(日)
○休 館 日 12月10日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

12月17日(月)から１月３日(木)は展示替え及び年末年
始のため休館します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞアドレ

ス）をクリックすると、直接該当Webページﾞへジャンプ

しますので御活用ください。Webページでも御覧くださ

い。バックナンバーも御覧になれます。

「教育月報」で検索してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●県埋蔵文化財センター（新潟市）
巡回展「縄文の造形美―六反田遺跡と

火焔型土器―」を開催します
糸魚川の海辺から姿を現した六反田南遺跡。縄文時
代中期の土器は流麗な造形美にあふれ、かたい蛇紋
岩で作られた石斧は特産品として県内外に流通しま
した。文化庁主催「発掘された日本列島 新発見考
古速報 2016」の主役として全国を縦断した六反田
南遺跡の出土品に、魚沼・村上・佐渡の火焔型土器
を加えた縄文の美と技をぜひ御覧ください。

【流麗な六反田南遺跡の縄文土器と

魚沼・村上・佐渡の火焔型土器】

○会 期 12月21日(金）～３月24日（日）
○時 間 午前９時～午後５時
○会 場 県埋蔵文化センター
○主 催 新潟県埋蔵文化財センター・村上市教育

委員会・魚沼市教育委員会・佐渡市教育委
員会

○休館日 12月29日(土）～１月３日（木）
○観覧料 無料

講演会
第９回「日本列島の縄文丸木舟」を開催
します
日本列島で見つかった縄文時代の丸木舟は、北海道

から沖縄まで170艘以上にのぼります。その４割を実
際に観察して分かった特徴や変遷について解説しま
す。

【新発田市青田遺跡の縄文丸木舟】

〇期 日 12月９日(日)
○時 間 午後１時30分～３時30分
○会 場 県埋蔵文化センター
○参加費 無料
○講 師 荒川 隆史（新潟県埋蔵文化財センター）
○定 員 80人（当日定員になり次第締切）
○申込み 不要
（手話通訳・要約筆記が必要な方は２週間前までに御
連絡をお願いします）
◎展示解説 午前11時～12時に企画展「丸木舟の考古

学」の展示解説を行います。

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ
グラムを用意しています。詳しくは下記ホームページ
を御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん


